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[中学校の部 第 13 分科会] 
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リーディング授業のモデ

ル―授業 DVD 映像で見る

指導プロセスの実際―【授

業 DVD 発表】  

発 表 者 山口市立鴻南中学校  

又野 陽子  

指導助言者 山口大学     高橋 俊章  

司 会 者 山口大学    高橋 俊章  

記 録 者 長門市立深川中学校  

熊丸 浩康  

会場責任者   山口大学教育学部附属光中学校  

                    髙津 宗司  

参   加   者 94 名  

 

１ 研究の目的 

文部科学省が平成 25 年 12 月に公表し  

た「グローバル化に対応した英語教育改

革実施計画」において、中学校において

は、身近な話題についての理解や簡単な

情報交換、表現ができる能力を養うとし

て、授業を英語で行うことを基本とする

ことが掲げられた。こうした動きの中で、

「聞くこと」「話すこと」を中心としたペ

アワークやインタビュー活動をタスクと

して設定した授業や読後の感想の発表会

形式の授業提案は多く見受けられるのに

対し、長文を読み取るプロセスに焦点を

当てた提案は多いとはいえない。また、

授業で取り入れることができる個別の指

導技術は多々紹介されているものの、リ

ーディングの指導プロセス全体の枠組

（流れ）の中で個々の指導技術や方法を

整理したり関連づけたりすることも必要

な作業であると思われる。そこで、こう

した現状に照らし合わせて、本研究では

以下の４つを研究目的として設定した。  

(1) 先行研究に基づいたリーディング指

導の基本的な流れや項目の整理  

(2) 生徒の読みを導き、英語で進める授業

を可能にするリーディング・タスクの

研究開発  

(3) 授業 DVD により読み物教材の導入か

らまとめまでを提示し、指導手順や教

室英語の参考資料として示すこと  

(4) 英語で進めるリーディング授業にお

ける生徒の取組や授業アンケートの

分析  

                                             

２ 研究の内容 

転換期にある英語教育の動きや現状を  

概観し、先行研究に基づいて、リーディ

ング指導の基本的な流れや項目を整理し

た。具体的には、リーディング指導全体

の枠組の中で個々の指導技術や方法を整

理し、関連を図示した（Appendix 1 参

照）。そして、そうした指導手順の枠組の

参考資料の一つとして、教科書本文のリ

ー デ ィ ン グ 指 導 に 焦 点 を あ て た 授 業

DVD を作成し、DVD Contents としてそ

の概要を整理した（Appendix 3 参照。指

導案については Appendix 2 を参照）。

DVD 映像は、教室英語の実際や視覚教具、



板書の工夫、導入からアウトプット活動

までの流れ、生徒のアクティブな学び合

いの姿を具体的に示すために提示した。

英語で進める授業という観点から、そう

した視覚教具やワークシート、教師の提

示する英語等は複数の ALT とのディス

カッションとネイティヴ・チェックを経

たものを使用している。視聴の観点とし

ては、(1)教師の教室英語を理解可能なイ

ン プ ッ ト に す る た め の 工 夫 と し て の

MERRIER Approach、(2)４技能統合（イ

ンプットからアウトプットにつながる授

業）、 (3)しるしをつけながら読むといっ

たコンプリヘンション・アプローチの手

法を用いたリーディング・タスクの３点

を設定した。また、ワークシート及び作

品から生徒の学びをとらえるとともにア

ンケート結果も分析した。  

 

３ 成果と課題 

本研究の成果としては、まず、先行研 

究に基づきリーディング指導の基本的な

流れや項目を整理し、DVD 映像によりそ

の指導プロセスの実際を参考資料の一つ

として示したことが挙げられる。その中

で、英語で進めるリーディング指導を支

える教室英語やリーディング・タスクに

ついても具体的に提示した（リーディン

グ・タスクの一例については Appendix 4

を参照）。リーディング・タスクは生徒の

主体的な参加を促し、生徒の理解を可視

化できるもの、そして読み取った内容の

確認を英語で行うことを可能にするもの

を作成した。アンケート結果からは、プ

レゼンテーションや友達との相互の学び

合いを通して得られた達成感や自信、英

語の長文に対する興味や自律的な学習へ

のつながり等、肯定的なとらえ方が顕著

であった。生徒にとって有益で満足感が

得られる授業となったことが伝わってき

た（Appendix 5）。今後の課題としては、

本授業から得られたデータを基にして、

さらに詳細に質的・量的分析を継続して

いきたい。また、本授業は教科書本文の

リーディング指導を取り上げたものであ

り、オーラル・イントロダクション（イ

ンタラクション）による導入がなされた

が、読解前の他の活動としてスキミング

やスキャニング、サンプリングで効率よ

く情報を抽出する場合や、継続した速読

指導による熟達訓練やディコーディング

の自動化の促進を図る指導についても、

今回と同様に具体的な提案ができればと

考えている。  

 

４ 質疑応答の概要 

質問者：間美和（新潟県新潟市立亀田

西中学校）、片山信吾（愛媛県松山市立南

第二中学校）、佐藤正秀（新潟県長岡市立

南中学校）、岡田三枝（岡山県倉敷市立倉

敷第一中学校）、関口智（東京都江戸川区

立清新第一中学校）  

質問内容：リーディング・スキル、リ

ーディング・タスク、スローラーナーへ

の対応、アンケート結果等  

応答：テキストを読んでポイントや情

報を読み取っていくこと（Fact Finding）

にとどまらず、テキストの要点をとらえ

た り （ Generalization ）、 自 己 関 連 性

（Personal Involvement）の視点を持ち



ながらテキスト内容を考えたりすること

が大切である。今回の授業ではオーラル・

インタラクションにより生徒をテキスト

の読みに導いていったが、生徒にとって

のテキストの難易度により、初見の文章

でも生徒自身が概要を素早く読み取って

いくような直読直解の力をつけていく授

業展開も考えられる。しるしをつけなが

ら読むといったコンプリヘンション・ア

プローチの手法を用いたリーディング・

タスクは、テキストの中から答えの部分

を見つけ出すという作業であるため、生

徒にとって取り組みやすく、個々の生徒

の間で作業の時間的な大差も生じること

なく完成することができるものであった。

さらに、今回のリーディング・タスクは、

教材が初見ではない生徒（通塾生徒等）

にとっても、改めて英文処理を必要とす

るため、授業の中で「読解する」活動と

して設定できるものである。それと同時

に、発話することに対して負荷が高いと

感じている生徒にとっても答えが見つけ

やすく、教師の英語による内容確認に対

して生徒が英語で答えていく授業を可能

にすると思われる。読み取った内容を全

体で確認する前にペアによる確認の場を

設けたり、プレゼンテーションをペア、

グループ、全体と段階を踏んで行ってい

く様子も今回提示した。口頭作業を十分

に行った後で、書いてまとめる学習を行

うが、テキストどおり書写する場合もあ

るが、プレゼンテーション実施後は、プ

レゼンテーションを再現するような形で

自分と聴衆の発話をまとめるように促す

こともできる。  

 

５ 分科会アンケートより 

「リーディングの授業を英語で進めるた

めの手順がとてもわかりやすく提示され

ていた。中学１年生でも、またスローラ

ーナーでも理解しやすく集中して取り組

めるための支援がたくさんあり、とても

参考になる」  

「理論の説明にとどまらず、又野先生が

実際に授業内で実践をされている様子を

見ることができてたいへん勉強になった」 

「話すことの実践は多く見られるがリー

ディング授業の実践事例はなかなかない

のでたいへん参考になった。新出語句の

英語での導入方法もよくわかった」  

「リーディングに関するこのような研究

発表を初めて聞いたのでとても興味深か

った。いろいろな手法を学ぶことができ、

明日からの授業で早速使ってみたいと感

じた。DVD のおかげで、実際の場面がよ

くわかった。ここまでの素晴らしい研究

ありがとうございました」  

「リーディングの具体的な指導方法を見

ることができてとても勉強になった。特

に印象に残っているのは生徒が英語を読

む場面を多く設定していることである。

フラッシュカードや写真、ワードカード

等を提示することで生徒が読みやすくな

る環境の工夫をされていた。また Q & A

等のワークシートも生徒が取り組みやす

いものに作られていて、自分の授業に取

り入れたいと思った」  

「今回の発表を聞いて、生徒に英語で本

文を説明してみようと思った」  

「教師の導入から生徒のプレゼンテーシ



ョンまで一貫性があるということがとて

も参考になった。指導の流れの一貫性が

とても伝わってきた」  

「生徒のフラッシュカードでの発声、発

音がともに良く、見習いたいと思った。

生徒の反応もほとんどが英語で驚いた」  

「ただ読解するだけでなく、その内容の

深い部分を読み込ませる手法に驚いた」  

「非常にテンポよく多くの活動が行われ

ていることに驚いた。今後参考にしたい」 

「アンケート結果の質的分析に関して、

生徒に英語学習、英語のテキストを読む

ことの重要性を実感させたことは大きい

と思う。生徒同士のインタラクションが

有効であることを再認識させられた。

“That’s right.”“Yes, it is.”などの相づ

ちをうつだけでもモチベーションが上が

ることにも驚きだった」  

「教師と生徒であれだけやり取りが行わ

れるリーディング活動が可能なのだとた

いへん衝撃を受けた。また、教師だけで

なく、生徒もたいへん生き生きと英語を

使用していることに感動した。今後大い

に参考にさせていただきたいと思う」  

「リーディングのさまざまな方法が提示

され、これからの指導にすぐ取り入れら

れそうだと感じた。生徒に英語で理解さ

せていく方法を学べてたいへん助かった」 

「リーディング指導の実際を、すべての

プロセスで見せていただいたので参考に

なった。アンケート結果の分析も踏まえ

られていて、すばらしかった」  

「DVD と説明を通した内容や手順の提

示で、次の活動への意味、目的が理解で

きた。とてもすばらしいリーディング指

導の内容だった。たいへん勉強になった」 

「リーディングの授業の型として、参考

にしたいと思う」  

「 又 野 先 生 が 、 生 徒 の 発 言 の た び に

“Good!”などほめる言葉をかけ、生徒を

励ましているところがとても印象的だっ

た。発言する自信になると感じた」  

「学習規律がよく保たれている。日頃の

安定した授業への取組の顕れでしょう」  

「生徒が本当に楽しそうで英語をたくさ

ん使っているので、卒業時にはどれだけ

の力がついているか興味があるところで

ある。また、授業の雰囲気もたいへん和

やかだったので、授業規律や日頃の学級

経営もしっかりされているのだと思った」 

「生徒達の反応の言葉や行動に、英語の

学習を楽しんでいる様子がよく表れてい

る。学年末のこの単元だけでなく、素晴

らしい指導を１年間積み重ねてこられた

ことが伝わってくる」  

 

６ 指導助言 

DVD の映像、それから内容の解説等含

めて、短い時間に非常に多くの内容が凝

縮されており、非常にわかりやすく充実

した内容であった。今回の研究発表は意

義深いものであり、参加した他の先生方

もそのように考えておられると思う。私

達が耳を傾けなければならない一番大切

なものは生徒の声である。又野先生がこ

れまで取り組んできたこと（生徒達への

指導の内容、本日の発表の内容）が自信

を持ってよい内容であることは、何より

生徒自身がアンケートで「良かった」と

答えていることからもわかる。  
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中学校の部 第 13 分科会 

英語で進める中学校英語リーディング授業のモデル 

―授業 DVD 映像で見る指導プロセスの実際―【授業 DVD 発表】 

         
発表者：山口市立鴻南中学校 又 野 陽 子 

                      助言者：山口大学       高 橋 俊 章 

 
１ 研究の目的 

グローバル化に対応した新たな英語教育の在り方として、中学校においても授業を英語で行うことを

基本とすることが掲げられた。こうした動きの中で、「聞くこと」「話すこと」を中心としたペアワーク

や読後の感想の発表会形式の授業提案は多く見受けられるのに対し、長文を読み取るプロセスに焦点を

当てた提案は多いとはいえない。また、授業で取り入れることができる個別の指導技術は多々紹介され

ているものの、リーディングの指導プロセス全体の枠組（流れ）の中で個々の指導技術や方法を整理し

たり関連づけたりすることも必要な作業であると思われる。そこで、こうした現状に照らし合わせて、

本研究では以下の４つを研究目的として設定した。(1)先行研究に基づいたリーディング指導の基本的な

流れや項目の整理(2)生徒の読みを導き、英語で進める授業を可能にするリーディング・タスクの研究開

発 (3)授業 DVD により読み物教材の導入からまとめまでを提示し、指導手順や教室英語の参考資料と

して示すこと(4)英語で進めるリーディング授業における生徒の取組や授業アンケートの分析。 
                                             
２ 研究の内容 

 転換期にある英語教育の動きや現状を概観し、先行研究に基づいて、リーディング指導の基本的な流

れや項目を整理した。具体的には、教科書本文のリーディング指導と継続した速読指導双方の流れを取

り上げ、全体の枠組の中で個々の指導技術や方法を整理し、関連を図示した。そして、そうした指導手

順の枠組の参考資料の一つとして、教科書本文のリーディング指導に焦点をあてた授業 DVD を作成し、

DVD Contents としてその概要を整理した（Greetings, Warm-up [Preparatory Stage], Pre-reading 
Activities [Previewing Stage], Intra-reading Activities [Comprehension Stage], Post-reading 
Activities [Production Stage], Overall Evaluation [Evaluation Stage], Closing Remarks）。DVD 映像

は、教室英語の実際や視覚教具、板書の工夫、導入からアウトプット活動までの流れ、生徒のアクティ

ブな学び合いの姿を具体的に示すために提示し、視聴の観点としては、(1)教師の教室英語を理解可能な

インプットにするための工夫としての MERRIER Approach(2)４技能統合（インプットからアウトプッ

トにつながる授業）(3)しるしをつけながら読むといったコンプリヘンション・アプローチの手法を用い

たリーディング・タスクの３点を設定した。また、ワークシート及び作品から生徒の学びを捉えるとと

もにアンケート結果も分析した。 
 
３ 成果と課題 

 本研究の成果としては、まず、先行研究に基づきリーディング指導の基本的な流れや項目を整理し、

DVD 映像によりその指導プロセスの実際を参考資料の一つとして示したことが挙げられる。その中で、

英語で進めるリーディング指導を支える教室英語やリーディング・タスクについても具体的に提示した。 
リーディング・タスクは生徒の主体的な参加を促し、生徒の理解を可視化できるもの、そして読み取っ

た内容の確認を英語で行うことを可能にするものを作成した。アンケート結果からは、プレゼンテーシ

ョンや友達との相互の学び合いを通して得られた達成感や自信、英語の長文に対する興味や自律的な学

習へのつながり等、肯定的なとらえ方が傾向として見出された。生徒にとって有益で満足感が得られる

授業となったことが伝わってきた。今後の課題としては、本授業から得られたデータを基にして、さら

に詳細に量的分析を継続していきたい。また、本授業は教科書本文のリーディング指導を取り上げたも

のであり、オーラル・イントロダクション（インタラクション）による導入がなされたが、読解前の活

動として Survey を行う場合や、継続した速読指導による熟達訓練やディコーディングの自動化の促進

を図る指導についても、今回と同様に具体的な提案ができればと考えている。 


